
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
は
、
開

校
以
来
、「
自
調
自
考
」
を
教
育
目
標
に
掲

げ
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
羅
針
盤
と
し

て
大
切
に
し
て
い
る
。
同
校
が
目
指
す
「
自

調
自
考
」
の
精
神
を
備
え
た
人
物
と
は
、

自
ら
調
べ
、
考
え
て
正
誤
を
判
断
し
、
責

任
あ
る
行
動
を
取
る
こ
と
が
出
来
る
人
だ
。

そ
う
し
た
人
材
を
育
む
た
め
に
、
学
校
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
「
自
調
自
考
」

の
精
神
を
浸
透
さ
せ
て
い
る
。
中
学
・
高

校
と
も
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
で
、
校
則
は
一
切

な
い
。
校
外
研
修
は
、
現
地
集
合
・
現
地

解
散
が
原
則
だ
。
生
徒
は
先
輩
や
教
師
の

姿
を
見
な
が
ら
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人

と
し
て
何
が
大
切
な
の
か
を
学
ん
で
い
く
。

こ
の
よ
う
に
「
自
調
自
考
」
に
こ
だ
わ

り
抜
く
の
は
、そ
の
姿
勢
こ
そ
が
「
真
の
学

力
」
を
育
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え

て
い
る
か
ら
だ
。
自
調
自
考
論
文
担
当
の

石
井
信
博
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
い
く
ら
テ
ス
ト
や
補
習
で
外
か
ら
知
識

を
与
え
て
も
、
受
け
身
の
学
習
に
終
始
す

る
だ
け
で
す
。
考
え
る
力
や
主
体
性
が
身

に
付
け
ば
、
自
分
に
何
が
必
要
な
の
か
を

自
ら
考
え
て
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
、
結
果
と
し
て
、
大
学
入
試
に
必
要
な

学
力
も
身
に
付
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
、
思
考
力
や

判
断
力
、
主
体
性
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
続
け
る
た
め
に
必
要
な
力
や
姿
勢

の
育
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
「
自
調

自
考
」
の
基
本
的
な
考
え
だ
。
こ
の
「
自

調
自
考
」と
併
せ
て
、「
国
際
人
の
養
成
」「
高

い
倫
理
観
の
育
成
」
が
同
校
の
教
育
の
３

本
柱
と
な
っ
て
い
る
。

「
自
調
自
考
」
の
精
神
を
最
も
よ
く
反
映

し
て
い
る
取
り
組
み
が
、
中
学
１
年
生
～

高
校
２
年
生
で
実
施
す
る
校
外
研
修
だ
。

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
の
育
成
の
み
な
ら
ず
、

教
科
学
習
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
探
究

的
な
力
の
育
成
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

校
外
研
修
は
、
中
学
校
で
は
各
学
年
と

も
春
秋
の
年
２
回
、
高
校
は
１
・
２
年
生
の

秋
に
各
１
回
行
わ
れ
る
。
５
年
間
で
計
８

回
実
施
し
、
段
階
的
に
力
を
伸
ば
し
て
い

く
。
訪
問
先
は
全
て
、
教
科
学
習
と
関
連

付
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
学
１
年
生
の

春
の
校
外
研
修
で
は
鎌
倉
を
訪
れ
る
。
同

時
期
に
社
会
科
で
鎌
倉
時
代
の
歴
史
を
学

ん
で
お
り
、
生
徒
は
武
士
の
都
を
実
際
に

歩
き
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
。
中
学

２
年
生
で
は
、
古
く
か
ら
醤

し
ょ
う

油ゆ

産
業
が
盛

ん
な
千
葉
県
野
田
市
の
メ
ー
カ
ー
を
訪
問

し
、
江
戸
時
代
の
産
業
や
物
流
に
つ
い
て

教
育
の
柱
は
「
自
調
自
考
」

「
国
際
人
」「
倫
理
観
」
の
育
成

実
践
事
例
●

東
京
都
・
私
立
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

「
自
調
自
考
」の
精
神
を
根
底
に
据
え
、

主
体
的
な
学
習
者
を
育
成

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
は
、
開
校
以
来
、「
自
調
自
考
」
を
教
育
目
標
の
中
心
に
据
え
、

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
指
針
と
し
て
き
た
。
校
外
研
修
を
ベ
ー
ス
と
し
た
探
究
学
習
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
校
長
講
話
、

学
び
の
集
大
成
で
あ
る
「
自
調
自
考
論
文
」
な
ど
を
通
し
て
、

ど
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
も
対
応
で
き
る
骨
太
の
学
力
を
育
成
し
て
い
る
。

1

生
徒
主
体
の
校
外
研
修
で

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
・
探
究
力
を
磨
く
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

2
0
1
5
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

の
理
解
を
深
め
る
。
生
徒
は
調
べ
学
習
の

テ
ー
マ
か
ら
、
ど
の
施
設
で
何
を
調
べ
、

誰
に
何
を
聞
く
の
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

利
用
す
る
交
通
機
関
を
含
む
、
研
修
全
て

の
計
画
を
自
分
た
ち
だ
け
で
立
て
る
。
高た

か

際ぎ
わ

伊い

都つ

子こ

副
校
長
は
、
そ
の
狙
い
に
つ
い

て
、「
生
徒
は
知
識
の
習
得
だ
け
に
意
識
を

向
け
が
ち
で
す
が
、
研
修
を
通
し
て
、
実

際
に
見
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
な
け
れ

ば
得
ら
れ
な
い
知
識
が
あ
る
こ
と
を
知
る

は
ず
で
す
。
教
室
と
い
う
空
間
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
、
学
び
の
広
が
り
を
感
じ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

高
校
の
校
外
研
修
で
は
、
国
際
人
と
し

て
の
意
識
を
高
め
つ
つ
、
よ
り
深
い
レ
ベ

ル
の
探
究
学
習
を
行
う
。
１
年
生
で
は
平

和
学
習
の
一
環
と
し
て
広
島
を
訪
れ
、
高

校
２
年
生
で
は
中
国
を
訪
問
し
、
ア
ジ
ア

文
化
の
源
流
に
触
れ
る
こ
と
で
５
年
間
の

校
外
研
修
の
総
仕
上
げ
と
す
る
。

高
校
で
の
校
外
研
修
の
う
ち
、
探
究
的

な
要
素
が
強
い
の
が
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
中
心

的
な
活
動
で
あ
る
広
島
研
修
「Project 

H
iroshim

a

」
だ
。
国
語
科
・
社
会
科
・
英

語
科
な
ど
に
よ
る
教
科
横
断
型
の
授
業
で
、

平
和
へ
の
理
解
を
深
め
、「
人
間
と
安
全
保

障
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
活
動
に
つ
な

げ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

２
０
１
４
年
度
の
活
動

を
例
に
具
体
的
に
見
て

い
く
。

国
語
の
授
業
で
は
、

『
黒
い
雨
』
な
ど
原
爆
に

関
す
る
作
品
、
核
兵
器

を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
メ

リ
カ
映
画
を
題
材
に
、

戦
争
に
対
す
る
日
米
の

意
識
の
違
い
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
更
に
、
社

会
科
の
授
業
で
は
、
カ

ン
ト
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
な

ど
著
名
な
思
想
家
の
政

治
観
・
平
和
観
や
、
東

京
裁
判
の
記
録
な
ど
を

通
し
て
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
た（
図
１
）。
様
々

な
角
度
か
ら
戦
争
や
核

問
題
を
捉
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
科
学
習
が
根
底
で
は
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
よ
り
多
面
的
・

複
眼
的
な
視
野
の
獲
得
を
狙
い
と
し
た
。

英
語
科
の
授
業
で
は
、
数
人
か
ら
成
る

チ
ー
ム
で
広
島
と
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

◎
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
開
校
の
中
央
女
学
校
が

母
体
。
96
年
に
渋
谷
女
子
高
校
か
ら
共
学
の
中
高
一

貫
校
に
移
行
。
第
２
外
国
語
講
座
の
設
置
や
海
外
研

修
な
ど
国
際
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
帰
国
生
が

全
生
徒
の
２
割
を
占
め
、
海
外
の
大
学
に
進
学
す
る

生
徒
も
多
い
。
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
校
。

◎
設
立

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

◎
形
態

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

1
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
東
京
大
、
東
京

工
業
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
０
6
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、

明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
０
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L
https://w

w
w
.shibuya-shibuya-jh.

ed.jp/

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

河
口
竜
行
か
わ
ぐ
ち
・
た
つ
ゆ
き

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。

進
路
部
副
部
長
。
第
14
期
生
学
年
主
任
。

「
迷
っ
た
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
方
を
選
ぶ
」

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

石
井
信
博
い
し
い
・
の
ぶ
ひ
ろ

教
職
歴
16
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

自
調
自
考
論
文
担
当
。「
学
び
た
い
気
持
ち

さ
え
育
て
れ
ば
、生
徒
は
自
ら
勉
強
す
る
」

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
副
校
長

高
際
伊
都
子
た
か
ぎ
わ
・
い
つ
こ

教
職
歴
27
年
。
開
校
時
よ
り
現
職
。「
自

調
自
考
の
精
神
で
一
歩
ず
つ
前
へ
進
も

う
」

平
和
教
育
を
通
し
て

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る

＊学校資料をそのまま掲載

図１ 広島研修の際の生徒のレポート

13 June 2015
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体
験
か
ら
し
か
得
ら
れ
な
い
学
び
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
多
様
な
機
会
を
生

徒
に
提
供
す
べ
き
な
の
で
す
。
生
徒
は
体

験
を
通
し
て
、
も
っ
と
う
ま
く
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
も
強
く
し
ま
す
。
教
科
学
習

の
必
要
性
を
実
感
し
、
英
語
は
も
ち
ろ
ん
、

背
景
知
識
と
な
る
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
意
欲
も
高
め
て

い
く
の
で
す
」（
高
際
副
校
長
）

同
校
で
は
、
学
ん
だ
知
識
を
、
自
分
の

人
生
や
社
会
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
を
考
え
る
機
会
も
大
切
に
し
て
い

る
。
田
村
哲
夫
校
長
が
前
身
の
渋
谷
女
子

高
校
時
代
か
ら
40
年
以
上
続
け
て
い
る
「
校

長
講
話
」
は
、
生
徒
が
人
生
や
社
会
に
つ

い
て
考
え
、
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
取
り

組
み
だ
（
図
２
）。
中
学
１
年
生
～
高
校
３

年
生
ま
で
年
６
回
、
計
36
回
を
正
規
の
「
授

業
」
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
る
。

テ
ー
マ
は
、
中
学
１
年
生
「
人
間
関
係
」、

中
学
２
年
生
「
自
我
の
め
ざ
め
」、
中
学
３

年
生
「
新
た
な
出
発
（
創
造
力
）」、
高
校

１
年
生
「
自
己
の
社
会
化
」、
高
校
２
年
生

「
自
由
と
は
」、
高
校
３
年
生
「
自
分
探
し

の
旅
立
ち
」
だ
。
授
業
は
45
分
。「
学
び
と

は
何
か
」「
国
際
理
解
」「
友
情
」な
ど
の
テ
ー

マ
を
毎
回
設
定
し
、
古
今
東
西
の
小
説
や

伝
記
、
哲
学
書
、
啓
蒙
書
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
生
徒
に
人
間
の
生
き
方
や
社
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
く
。

「
校
長
が
答
え
を
述
べ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
全
て
の
話
が
生
徒
に
響
く
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
様
々
な
考
え
方
を
示

す
だ
け
で
、
人
生
の
方
向
性
を
決
め
る
の

は
、
生
徒
自
身
で
あ
る
と
い
う
の
が
講
話

の
ス
タ
ン
ス
で
す
。
生
徒
が
本
気
で
人
生

と
向
き
合
い
始
め
る
時
期
は
、
個
人
の
資

質
や
発
達
段
階
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

多
様
な
話
題
を
提
供
し
、
１
つ
で
も
心
に

響
い
て
成
長
の
糧
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
高
際
副
校
長
）

生
徒
が
書
い
た
校
長
講
話
の
感
想
文
は

全
て
、
担
任
、
学
年
主
任
、
副
校
長
、
校

長
が
目
を
通
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
生
徒

は
真
剣
に
書
く
と
い
う
。

感
想
文
は
担
任
に
と
っ
て
生
徒
把
握
の

ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る
と
、
進
路
部
副

部
長
の
河
口
竜
行
先
生
は
指
摘
す
る
。

「
生
徒
の
感
想
を
読
ん
で
い
る
と
、
中
学

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
製
し
、

海
外
の
協
定
校
に
送
付
し
て
、
高
校
生
に

評
価
し
て
も
ら
っ
た
。
原
爆
の
被
害
や
戦

後
の
復
興
な
ど
、
戦
争
に
か
か
わ
る
も
の

か
ら
産
業
や
観
光
ま
で
、
生
徒
が
自
ら
テ
ー

マ
を
決
め
た
。
英
語
は
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
う

だ
っ
た
か
、

言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
内
容
か
、
訴
え

か
け
る
も
の
が
あ
っ
た
か
、
も
っ
と
聞
き

た
い
と
思
わ
せ
る
内
容
だ
っ
た
か
、
と
い
っ

た
点
を
評
価
の
対
象
と
し
て
も
ら
っ
た
。

同
校
の
生
徒
は
お
お
む
ね
核
兵
器
に
否

定
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ

カ
の
協
定
校
に
は
、
戦
争
の
早
期
終
結
の

た
め
に
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
る

生
徒
も
い
た
。
海
外
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

育
っ
た
国
が
違
え
ば
も
の
の
見
方
や
考
え

方
も
変
わ
る
と
い
う
、
当
た
り
前
で
は
あ

る
が
見
落
と
し
が
ち
な
、
物
事
の
二
面
性

に
気
付
か
さ
れ
る
生
徒
は
多
い
。
あ
る
生

徒
は
、「
戦
争
は
被
害
を
受
け
た
側
は
覚
え

て
い
る
が
、
苦
痛
を
与
え
た
側
は
覚
え
て

い
な
い
。
自
分
た
ち
の
正
し
さ
を
主
張
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
被
害
を
受
け
た
側
の

痛
み
に
つ
い
て
の
想
像
力
が
な
い
と
、
議

論
は
出
来
な
い
」
と
述
べ
た
。

「
そ
う
し
た
学
び
は
、
教
師
が
い
く
ら
教

科
書
を
使
っ
て
教
え
て
も
、
生
徒
に
実
感

さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊学校資料を基に編集部で作成

■年間テーマ「自己の社会化」

１
学
期

❶
高校生活とは

•国際羅針盤—日本の明日を考える
•「高校時代に心がけて欲しいこと」朝倉絋治
•『風姿花伝』世阿彌（ぜあみ）
•司法制度改革
•自己同一性の確立度

❷
自己発見

•『アイデンティティ・ゲームー存在証明の社会学』
石川准

•『本という不思議』長田弘
•『誇り高き市民 ルソーになったジャン＝ジャック』
小林善彦

２
学
期

❸
自然と地球環境

•「熱帯地域と国際交流」小坂光男
•サステイナビリティ学とは
•『ＤＮＡ』—機能と構造
•サイエンス 温暖化の地球史

❹
読書と自己発見

•『海図と航海日誌』より 子供の読書と大人の読
書 池澤夏樹
•『夜の風見鶏』阿刀田（あとうだ）高（たかし）
•『みみずくの散歩』五木寛之
•『ゾウの時間ネズミの時間』本川達雄

３
学
期

❺
感動と学習

•論理と情緒•教養立国ニッポン 藤原正彦
•『「超」勉強法』より 勉強は意欲で進む
野口悠紀雄

•現代に至る構造主義 •ゲーテに並ぶ賢者
•オペロン説 動的平衡

❻
学問への旅立ち

•『アメリカン・マインドの終焉』より 書物
アラン・ブルーム
•『夕陽妄語』加藤周一
•学生の資質について
•『啓発録』橋本左内（さない）

図２ 「校長講話」高校１年生の内容

生
徒
と
社
会
を
つ
な
ぐ

年
６
回
の「
校
長
講
話
」
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

2
0
1
5
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

３
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
く
ら
い
で
急
に

大
人
び
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
す
。
一
見
、

受
け
身
に
思
え
る
生
徒
も
、
書
い
た
も
の

を
読
む
と
、
実
は
自
分
の
進
路
や
生
き
方

を
し
っ
か
り
考
え
て
い
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
自
我
の
確
立
と
い

う
意
味
で
、
校
長
講
話
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
」

「
自
調
自
考
」
の
実
現
の
た
め
に
、
論
理

的
思
考
力
や
表
現
力
、課
題
発
見
・
解
決
力

の
育
成
も
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

独
自
科
目
を
早
く
か
ら
整
備
し
、
指
導
方

法
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
も
、
今
日
の
同
校

の
躍
進
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図

る
学
校
設
定
科
目
は
、
中
学
校
の
「
表
現
」

（
２
単
位
）、高
校
の「
文
章
表
現
」（
１
単
位
）

で
あ
る
。

中
学
校
で
の
「
表
現
」
は
、総
合
的
な
表

現
力
の
育
成
を
図
る
。
文
章
力
は
も
ち
ろ

ん
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

ス
ピ
ー
チ
の
能
力
、
そ
れ
ら
に
付
随
し
て

必
要
と
な
る
資
料
収
集
力
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

力
な
ど
を
総
合
的
に
身
に
付
け
て
い
く
。

高
校
で
の
「
文
章
表
現
」
は
、
文
字
通

り
文
章
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
元
新
聞

記
者
の
講
師
２
人
が
各
20
人
の
少
人
数
ク

ラ
ス
を
受
け
持
ち
、
生
徒
は
、
時
事
問
題

や
「
家
族
」「
友
情
」
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
文
章
を
書
く
。

一
方
、
課
題
発
見
・
解
決
力
を
養
う
の
が
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
実
施
し
て
い

る
「
自
調
自
考
論
文
」
だ
。
生
徒
が
自
由

に
課
題
を
設
定
し
、
解
決
を
目
指
す
探
究

学
習
で
あ
り
、
論
文
提
出
は
卒
業
要
件
の

１
つ
に
な
っ
て
い
る
。

高
校
１
年
生
１
学
期
に
論
文
作
成
上
の

基
本
的
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た

上
で
、
仮
の
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
類
似

す
る
テ
ー
マ
の
生
徒
を
15
人
程
ず
つ
集
め
、

２
学
期
か
ら
約
14
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
、

研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。
そ

の
後
、
担
当
教
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

最
終
的
な
論
文
テ
ー
マ
を
決
め
、
ゼ
ミ
内

で
の
中
間
発
表
を
経
て
、
高
校
２
年
生
２

学
期
ま
で
に
１
万
２
０
０
０
字
の
論
文
を

完
成
さ
せ
る
。
論
文
テ
ー
マ
は
、
物
理
や

社
会
学
、
心
理
学
な
ど
の
学
究
的
な
テ
ー

マ
か
ら
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
幅
広
い
。

毎
年
、
研
究
テ
ー
マ
の
決
定
に
時
間
が

掛
か
る
生
徒
も
い
る
た
め
、
仮
テ
ー
マ
を

決
め
る
際
、
卒
業
生
の
有
志
が
テ
ー
マ
決

定
や
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。

中
間
発
表
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
な
ど
を
使
い
、
１
人
５
分
程
度

で
発
表
す
る
。
発
表
の
中
で
ゼ
ミ
生
同
士

が
意
見
を
述
べ
合
う
過
程
も
、
論
文
の
内

容
を
濃
く
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。

「
論
文
の
完
成
度
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

何
よ
り
重
要
な
の
は
研
究
の
過
程
で
す
。

難
し
い
英
語
の
参
考
文
献
を
読
ま
な
く
て

は
い
け
な
か
っ
た
、
文
系
の
テ
ー
マ
に
理

系
的
な
要
素
が
必
要
に
な
っ
た
な
ど
、
研

究
を
深
め
れ
ば
深
め
る
ほ
ど
予
想
外
の
場

面
と
向
き
合
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

難
し
い
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
て
、
思
う
よ
う

な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。

１
つ
の
テ
ー
マ
を
真
剣
に
追
究
し
た
人
に

し
か
分
か
ら
な
い
苦
労
や
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
が
、
自
調
自
考
論
文
の
最
大
の
目
的

な
の
で
す
」（
石
井
先
生
）

論
文
を
自
身
で
外
部
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
す
生
徒
も
多
く
、
図
書
館
振
興
財
団
主

催
「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
は
、
同
校
の
生
徒
が
２
年
連

続
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

15
年
度
入
試
で
、
同
校
は
前
年
度
の
２

倍
以
上
に
当
た
る
33
人
の
東
京
大
合
格
者

を
輩
出
し
、
国
公
立
大
合
格
者
は
１
０
０

人
の
大
台
を
超
え
た
。
現
行
課
程
の
移
行

時
に
、
同
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き

な
改
編
や
補
習
の
増
加
な
ど
を
行
わ
な

か
っ
た
が
、
河
口
先
生
は
、「
大
切
な
の
は
、

ど
の
よ
う
な
環
境
変
化
が
起
き
て
も
対
応

で
き
る
力
を
、
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
調
自
考
の
精
神
を
身
に
付
け
、
主
体

的
に
進
路
実
現
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
、

結
果
的
に
進
学
実
績
に
も
結
び
付
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
指
摘
す
る
。

そ
う
し
た
同
校
に
お
い
て
も
、
教
師
が

指
示
を
出
し
て
か
ら
生
徒
が
動
く
場
面
は

少
な
く
な
い
。
今
後
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
質
を
高
め
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
「
自
調
自
考
」
を
推
し
進
め
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ナ
ー
の
育
成
に
努
め
て
い
く
考
え
だ
。

環
境
変
化
に
対
応
で
き
る
力
の

育
成
こ
そ
が
大
切

独
自
科
目
で
論
理
的
思
考
力
や

表
現
力
、
課
題
解
決
能
力
を
養
う
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